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　「
構
想
開
始
か
ら
約
40
年
も
準
備
を
続
け
て

い
る
美
術
館
の
存
在
に
興
味
を
引
か
れ
て
」と
、

３
年
前
に
大
阪
に
移
り
、
館
の
準
備
室
の
一
員

と
な
っ
た
大
下
さ
ん
。今
ま
で
数
々
の
現
場
で

経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
が
、
美
術
館
の
立
ち

上
げ
に
関
わ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。収
蔵
作

品
の
点
検
な
ど
展
示
に
関
す
る
仕
事
に
加
え

て
、
建
物
全
体
の
仕
様
を
考
え
る
こ
と
が
開
館

準
備
な
ら
で
は
の
仕
事
で
す
。作
品
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
収
蔵
庫
の
木
材
を
乾
燥
さ
せ
る

「
枯
ら
し
」と
呼
ば
れ
る
作
業
、ホ
ー
ル
の
音
響
・

映
像
設
備
と
い
っ
た
大
き
な
こ
と
か
ら
、
細
か

く
は
照
明
や
ベ
ン
チ
の
配
置
、
事
務
所
の
備
品

に
至
る
ま
で
。来
館
者
と
学
芸
員
が
共
に
快
適

と
感
じ
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
に
目
を
配
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
並
行
し
て
開
館
ま
で
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
も
進
行
中
と
、
ま
さ
に
目
の
回
る
よ

う
な
毎
日
。時
間
が
限
ら
れ
る
中
で
緊
張
感
も

あ
り
ま
す
が
、「
常
に
〝
ど
う
楽
し
む
か
？
〞

を
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
い
う
大
下

さ
ん
。開
館
日
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
関
西
最

大
級
の
展
示
フ
ロ
ア
を
擁
す
る
新
た
な
美
術
館

へ
の
注
目
は
高
ま
る
ば
か
り
。「
近
隣
の
施
設

と
協
働
・
連
携
し
て
、
大
阪
の
新
た
な
文
化
の

発
信
地
と
し
て
中
之
島
エ
リ
ア
を
盛
り
上
げ
た

い
」と
、多
忙
な
日
々
の
そ
の
先
に
、開
館
後
の

あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

大学在学中から美術館に学芸アシ
スタントとして勤める。その後、芸術
祭や国際展の企画に携わり、横浜
美術館の学芸員などを経て現職
に。専門は 80年代以降の現代美術
など。

デスクで展覧会のための
調査や、コレクション検索
のデータベース整備、開館
記念のイベントの調整を
する。7月に移転した新し
い事務所はフリーアドレス
で、毎日違う席に座るよう
に心がけている。

準備作業と共に、時に渉
外業務も担当。この日は、
大阪商工会議所で、2022
年のカレンダーの打合せ。

館内に設置するオリジナル家具の現地調査。美術館を設計した建築家・遠藤克彦さ
ん、家具メーカー ｢カンディハウス｣の奥平さんや家具をデザインした藤森泰司アトリ
エの方を交えて、実際にベンチの試作品を置きながら、色や形のバランスを確認する。

移動手段は、自転車も
活用。「外出する機会
が多く、街なかでは便利」

と、現場から現場へ疾走！

※本誌掲載用に撮影時のみ
  マスクを外しています

　1970年、日本初の国際大博覧会、「EXPO’70日本万国博覧会」が開催
されました。白髪一雄が参加した美術グループ「具体美術協会」は展示や
舞台を使ったイベントを通じて万博に参加しましたが、本作はそのうちのひ
とつ、「万国博美術展・現代の躍動の部」に出品されたものです。
　白髪は足で絵具を伸ばして描く「フット・ペインティング」で知られますが、
本作中央部分の絵肌をみると、板状の道具で絵具を伸ばして描かれている
ようです。うねった赤い絵具の効果により生 し々い生命感を宿した本作に
は、白髪の「行為の痕跡」が刻みこまれています。

「赤牌」　白髪一雄　1970年　油彩,カンヴァス　259.0×182.0cm

大
阪

中
之
島

美
術
館
の

名
作

学芸員の一日

大阪中之島美術館

学芸員 大下裕司さん

File 007

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
点
検
を
し
て
い
る
と
、〝
美
術
館
を
創
る
〞
と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
す
。

A Day in the Life of a Curator

10:00～

14:00～

16:00～

2022年
2月2日
開館!

コレクション・ギャラリー #7
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大
阪
市
内
の
文
化
財
の
発
掘
調
査
、

研
究
、保
存
と
活
用
を
進
め
る
た
め
、

1
9
7
9
年
に
発
足
し
た
大
阪
市
文

化
財
協
会
。そ
れ
ま
で
遺
跡
ご
と
に
分

れ
て
い
た
調
査
会
を
統
合
し
、幅
広
い

分
野
か
ら
な
る
専
門
家
が
協
力
し
、多

く
の
遺
跡
・
遺
物
の
発
掘
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。市
街
の
再
開
発
が
盛
ん
に

な
っ
た
80
～
90
年
代
に
発
掘
調
査
は
急

速
に
進
み
、40
年
以
上
に
わ
た
る
調
査

で
は
、三
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら

百
数
十
年
前
の
近
代
ま
で
、時
代
ご
と

の
大
阪
の
街
と
人
の
営
み
の
姿
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
難
波
宮
跡
や
大
坂
城
跡
を
は
じ
め
、

市
内
で
発
掘
さ
れ
た
数
々
の
出
土
品
の

主
な
も
の
は
、文
化
財
協
会
展
示
室
や

大
阪
歴
史
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、新
た
な
調
査
成
果
は
特
集

展
示「
新
発
見
! 

な
に
わ
の
考
古
学
」

に
て
毎
年
公
開
。足
も
と
に
眠
る
、大
阪

の
多
彩
な
歴
史
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

足もと に 眠 る、大 阪 の 街 と 暮 ら し の 記 憶 を 発 掘！

歴
史
の
足
跡
を
た
ど
る

発
掘
調
査
の
専
門
家
集
団

その頃、暮らしは？

難波宮の周囲に広がる町である難波京で開かれた市などに、
全国から集まった産物の一つが塩。海水を煮詰めて作った
塩を運んだ、製塩土器が多数見つかっています。播磨や淡路 

（兵庫県）、遠くは筑紫（九州）〜長門・周防（山口県）産のもの
もあり、古代から欠かせない調味料だったことが伺えます。梅田墓では埋葬人骨と共に、350点

を超える蔵骨器や多数の副葬品が出
土。数珠玉、簪（かんざし）、櫛、眼鏡、
煙管（きせる）、酒盃など多岐にわたりま
す。また、子供の墓からは玩具や土
人形なども見られ、当時の人々の姿が
ぐっと近くに感じられます。

難波宮周辺では、銅・鉄製品、さら
に工具などが見つかり、高度な金属
加工が行われていたと考えられます。
中には金メッキの耳環、帯金具など
多彩な装飾品もあり、古代の人々の
ファッションセンスが垣間見えます。

Column

その頃、暮らしは？Column

昔も今も、味の決め手は塩にあり!?

大坂城跡や大坂城下町跡で数多く見つかる出土品の一つが、
犬形の土人形。犬は多くの子を楽に産むことから、
豊臣期に安産のお守りとして流行し、土産物として
も作られていたようです。現在なら“ ご当地キャラ ”
として人気を博したかも？

犬は中世のご当地キャラ？
大坂城下町の魚市場跡で出土した木簡には、おなじみの
タイやアジ、サメなどの記載もあり、全国から魚介が集まっ
たと考えられます。ちなみに武家・商家跡ではサザエやア
ワビ、庶民の家の跡ではアサリやシジミなどが多く見つか
り、身分による食卓の違いが垣間見えます。

魚で分かる!? なにわの食事情

生前の
人となりも伝わる？ 
十人十色の副葬品

金属の装飾品がトレンドアイテム!?

　

表
紙
の
写
真
に
広
が
る
公
園

は
、
古
代
の
宮
殿
、
難
波
宮
の
跡
。

天
皇
中
心
に
政
治
を
行
う
宮
殿
と

し
て
、
６
４
５
年
の
乙い
っ
し巳

の
変
後

に
孝
徳
天
皇
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ

た
飛
鳥
時
代
の
前
期
難
波
宮
と
、

聖
武
天
皇
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た

奈
良
時
代
の
後
期
難
波
宮
が
、
公

園
の
地
下
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。難
波
宮
の
所
在
は
長
ら
く
謎

で
し
た
が
、１
９
６
１
年
、故
・
山

根
徳
太
郎
博
士
の
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
後
期
難
波
宮
大
極
殿
跡
を

確
認
。“
幻
の
都
”の
実
在
を
示
す

大
発
見
で
し
た
。現
在
、発
掘
現
場

は
難
波
宮
跡
公
園
と
し
て
整
備
。

現
在
も
調
査
は
続
け
ら
れ
、
広
範

囲
に
役
所
の
建
物
が
見
つ
か
る
な

ど
、
か
つ
て
の
壮
大
な
都
の
姿
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　
“
太
閤
さ
ん
の
お
膝
元
”
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
お
馴
染
み
の

大
阪
城
。豊
臣
秀
吉
が
築
い
た
城
は
大
坂
夏
の
陣
の
後
、
徳
川

幕
府
に
よ
る
再
築
の
際
に
完
全
に
地
中
に
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
発
掘
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
約
30
年
前

に
見
つ
か
っ
た
豊
臣
期
詰
ノ
丸
石
垣
の
公
開
展
示
に
伴
い
、
昨

年
、
再
発
掘
を
実
施
。地
下
約
７
ｍ
を
掘
り
下
げ
る
大
規
模
な

調
査
で
、
今
と
は
大
き
く
異
な
る
石
垣
の
姿
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。蘇
っ
た
石
垣
か
ら
、“
太
閤
さ
ん
の
大
坂
城
”
を
想
像

す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

昨
年
、
約
１
５
０
０

体
の
埋
葬
人
骨
が
見

つ
か
り
、
注
目
を
集
め

た
梅
田
墓
。江
戸
か
ら

明
治
時
代
に
営
ま
れ

た
「
大
坂
七
墓
」
の
一

つ
で
あ
り
、
近
松
門
左

衛
門
の
浄
瑠
璃
作
品

の
中
に
も
度
々
登
場

し
て
い
ま
す
。
当
時
、

大
阪
で
は
お
盆
の
夜

中
に
参
拝
す
る
「
七

墓
巡
り
」が
流
行
。夏
の
恒
例
行
事
と
し

て
定
着
し
、
後
に
は
デ
ー
ト
コ
ー
ス
と

し
て
も
人
気
を
博
し
た
と
か
。発
掘
調

査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
埋
葬
跡
は
、
当

時
の
人
々
の
栄
養
状
態
や
生
活
習
慣
を

知
る
大
き
な
手
掛
か
り
と
な
り
、
記
録

に
残
ら
な
か
っ
た
市
井
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
新
た
な
発
見
が
期
待
で
き
ま
す
。

｢
大
化
の
改
新｣

の
舞
台
は
大
阪

〝
幻
の
都
＂
難な

に

わ

の

み

や

波
宮
の
謎
を
解
明
！

地
下
７
ｍ
か
ら
出
現
！

〝
秀
吉
の
大
坂
城
〟
の
真
の
姿

昔
は
人
気
の
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
⁉

梅
田
墓
が
伝
え
る
市
井
の
生
活

豊臣期の犬の土人形（16世紀末）。
体長5㎝ほどで表情も様々 大阪市中央区道修町の魚市場跡出土木簡（17世紀初頭）

七福神をかたどった土人形や徳利のほ
か、“三途の川の渡し賃”といわれる六
文銭も出土!

右／開発が進む「うめきた」エリアに広がる
梅田墓発掘現場の全景。上／人骨が収まっ
た無数の墓穴から、埋葬の様子がリアルに
伝わる。

前期難波宮の水利施設（上）・倉庫群跡（右）の発掘
の様子。遺構の一部は「大阪歴史博物館」地下に
保存され実際に見学できます。（P4参照）

大阪市天王寺区上
本町遺跡で出土し
た 奈 良 時 代（8世
紀）の製塩土器

大阪市天王寺区細工谷（さいくだ

に）遺跡出土の銅製の帯金具・匙、 
鉄製の斧・釘・鏃（やじり）など、枝銭

（P4）と同じ溝から見つかった。

発見!
古代

発見!
中近世

発見!
近世・近代

左
／
豊
臣
期
大
坂
城
の
石
垣
（
南
面
）。切
石
で
は
な
く

自
然
石
の
ほ
か
建
物
の
礎
石
、石
臼
な
ど
も
転
用
さ
れ

て
い
る
。下
／
金
を
好
ん
だ
秀
吉
を
象
徴
す
る
、豊
臣
期

大
坂
城
を
飾
っ
た
金
箔
瓦
（
16
世
紀
末
～
17
世
紀
初
頭
）

発
掘
時
の
後
期
難
波
宮
大
極
殿
跡
。同
じ
場
所
に
当
時
の

基
壇
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。（
表
紙
参
照
）

あ
ち
五
十
入

あ
ち
五
十
入

大
い
わ
し
八
百
入

大
い
わ
し
八
百
入
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※
見
学
ツ
ア
ー
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
現
在
中
止
し
て
い
ま
す
。

博
物
館
地
下
に
広
が
る
遺
構
。照
明
で
柱
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。

2008年、天王寺区の
細工谷遺跡で出土し
た枝銭と和同開珎（大
阪市教育委員会蔵）
10階で展示中

時間：9：30～17：00 ※10/8～12/3の金曜日は～20：00（入館は各30分前まで）料金：当日2,500円、前売2,200円（博物館入館料を含む）　
HP：http：//rekishinazotoki.com/　※チケットは販売数に達し次第終了

大阪歴史博物館では、リアル謎解きゲーム「時をさまよう皇子と失われた都」を開催中。現代に迷い込ん
だ中大兄皇子が持つ書物の暗号を、博物館内や難波宮跡公園を巡って解き明かす体験型イベントです。
天から与えられた、“失われた都”にまつわる歴史の謎、ぜひチャレンジしてください。

右
／
床
下
に
遺
構
が
見
え
る
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
。左
／
博
物
館
10
階
に
復
元
さ
れ
た
後

期
難
波
宮
大
極
殿
。

江戸時代の ｢大
坂三十三所観音
廻り案内｣（大阪
歴史博物館蔵）
9階で展示中

大
阪
歴
史
博
物
館

広いフロアをくまなく歩けば、時 代を超えた発見が次々と！

　
今
年
の
11
月
3
日
に
開
館
20
周
年
を

迎
え
る
「
大
阪
歴
史
博
物
館
」。「
都
市

お
お
さ
か
」
の
歴
史
や
文
化
を
広
く
紹

介
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。今
な
お

発
掘
が
続
く
難
波
宮
跡
の
中
に
建
つ
こ

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、ま
さ
に
歴
史
の

舞
台
に
あ
り
ま
す
。

　
原
寸
大
で
再
現
さ
れ
た
後
期
難
波
宮

大
極
殿
に
始
ま
り
、天
下
の
台
所
と
呼

ば
れ
た
近
世
の
に
ぎ
わ
い
、活
気
あ
ふ

れ
る
近
代
「
大だ

い
お
お
さ
か

大
阪
」
の
時
代
の
繁
華

街
…
時
を
超
え
て
、は
る
か
古
代
か
ら

現
代
ま
で
の
街
と
暮
ら
し
の
変
化
を
追

体
験
し
な
が
ら
、当
時
の
遺
物
や
資
料

を
通
し
て
、時
代
の
息
づ
か
い
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
発
掘
を
担
う
大
阪
市
文
化
財
協

会
と
連
携
し
て
、最
新
の
発
掘
成
果
を

速
報
す
る
な
ど
、展
示
の
内
容
も
年
々

充
実
。知
ら
れ
ざ
る
大
阪
の
歴
史
に
出

会
え
る
展
示
は
、訪
れ
る
た
び
に
新
し

い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

古
代
か
ら
現
代
ま
で

大
阪
の
歩
み
を
体
感

　

古
代
の
難な
に
わ
の
み
や

波
宮
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
に
建
つ
博

物
館
。そ
の
足
も
と
に
は
、
発
掘
時
そ
の
ま
ま
の
遺

跡
（
P2
参
照
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。「
難
波
宮
遺
跡

探
訪
」
ツ
ア
ー
で
足
を
運
ぶ
地
下
の
見
学
ス
ペ
ー
ス

で
は
、
前
期
難
波
宮
の
倉
庫
跡
を
間
近
に
見
る
こ
と

も
可
能
※
。一
部
は
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ガ
ラ
ス

張
り
の
床
か
ら
も
見
え
ま
す
。10
階
フ
ロ
ア
の
復
元

展
示
や
出
土
品
と
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
古
代
の
都
の

姿
が
よ
り
リ
ア
ル
に
実
感
で
き
ま
す
。

　

今
も
昔
も“
お
出
か
け
”
は
楽

し
い
も
の
。江
戸
時
代
の
大
坂
で

は
近
隣
の
寺
社
巡
り
が
人
気
で

し
た
。近
松
門
左
衛
門
の『
曽
根

崎
心
中
』
に
も
登
場
す
る
大
坂

三
十
三
所
観
音
廻
り
を
は
じ
め
、

稲
荷
、天
満
宮
な
ど
コ
ー
ス
も
実

に
様
々
。神
仏
へ
の
参
拝
が
手
軽

な
行
楽
に
も
な
り
、「
大
坂
七
墓
巡

り
」（
P3
参
照
）の
よ
う
に
年
中
行

事
で
あ
っ
た
も
の
も
。観
光
マ
ッ

プ
の
よ
う
な
案
内
も
発
行
さ
れ
、

地
図
を
片
手
に
ウ
ロ
ウ
ロ
…
と

い
っ
た
姿
は
、今
の
観
光
地
と
同

じ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

博
物
館
１
階
、奥
ま
っ
た
一
角
に
展
示
さ
れ
て
い
る
重
量
1.74
ｔ
の

巨
大
な
球
体
。実
は
１
９
７
０
年
、大
阪
で
日
本
万
国
博
覧
会
が
開

催
さ
れ
た
際
、毎
日
新
聞
社
と
松
下
電
器
産
業（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
タ
イ
ム
・
カ
プ
セ
ル
の
同
型
品
で
す
。当
時
の

生
活
・
文
化
を
代
表
す
る
２
０
９
８
点
の
品
々
を
収
め
た
カ
プ
セ

ル
が
、今
も
大
阪
城
天
守
閣
前
の
地
中
に
眠
っ
て
い
ま
す
。未
来
の

人
々
は
ど
ん
な
歴
史
を
発
見
す
る
の
か
？ 

想
像
が
膨
ら
み
ま
す
。 

　

大
阪
育
ち
の
伝
統
芸
能
が
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
。

キ
リ
ッ
と
し
た
男
前
や
美
し
い
娘
の
文
楽
人
形

は
舞
台
の
花
形
で
す
が
、
中
に
は
強
烈
な
個
性

を
放
つ
人
形
が
大
勢
い
ま
す
。立た
て
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
の
鬘か
づ
ら

が

華
麗
な
最
高
位
の
遊
女
「
傾け
い
せ
い城

」、
頑
固
で
嫌
み

な
敵
役
「
陀だ
ら
す
け

羅
助
」。極
端
に
横
長
の
顔
が
甲
羅

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た「
蟹か
に

」も
、

そ
の
一
つ
。飛
び
出
た
目
、
大
き
く
開
い
た
口
は

い
か
に
も
三
枚
目
で
空
い
ば
り
の
端は
や
く役
。愛
嬌
が

あ
り
憎
め
な
い
顔
で
す
。ユ
ニ
ー
ク
な
顔
で
役
を
伝

え
る
文
楽
人
形
の
か
し
ら
。そ
の
造
形
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
想

像
し
て
み
る
の
も
面
白
い
。

　
一
見
、木
の
枝
の
よ
う
な
遺
物
は
、実
は

作
り
か
け
の
お
金
。枝
分
か
れ
し
た
お
金

の
鋳い

が
た型

に
溶
か
し
た
銅
を
流
し
込
み
、
型

を
外
す
と
“
お
金
が
な
る
木
”
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら「
枝え
だ
ぜ
に銭

」と
呼
ば
れ
ま
す
。

出
土
例
は
少
な
く
、
奈
良
時
代
の
和
同
開

珎
の
枝
銭
は
貴
重
。枝
銭
と
共
に
金
属
加

工
に
関
わ
る
遺
物
や
銭
の
破
片
、
失
敗
作

も
大
量
に
見
つ
か
り
、当
時
、銭
造
り
が
細

工
谷
遺
跡
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性

を
示
し
て
い
ま
す
（
Ｐ
２
に
関
連
コ
ラ
ム
）。

　

発
見
が
多
い
展
示
の
一
つ
が
、発
掘
調
査
や
史
料

を
も
と
に
復
元
さ
れ
た
様
々
な
時
代
の
街
並
み
模

型
。永
禄
11
年（
１
５
６
８
）９
月
の
堺
の
街
に
目
を

凝
ら
す
と
、謎
の
黒
マ
ン
ト
が
…
。実
は
彼
ら
は
、外

国
か
ら
来
た
宣
教
師
。当
時
の
堺
は
琉
球
・
東
南
ア
ジ

ア
と
の
貿
易
の
窓
口
で
あ
り
、あ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
も
訪
れ
た
そ
う
。有
力
商
人
が
自
治
を
行

い
、舶
来
の
品
を
扱
う
「
唐か
ら
も
の
や

物
屋
」
が
店
を
構
え
た
堺

は
、中
世
随
一
の“
ハ
イ
カ
ラ
な
街
”で
し
た
。

最
大
の
展
示
は
足
も
と
に
！

地
下
に
眠
る
難
波
宮
の
遺
跡

江
戸
時
代
の
庶
民
の
レ
ジ
ャ
ー
！

観
光
マ
ッ
プ
片
手
に
寺
巡
り

未
来
の
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

１
階
フ
ロ
ア
に
潜
む
巨
大
な
球
体

文
楽
人
形
は
キ
ャ
ラ
が
命
！

個
性
抜
群
の
名
脇
役

古
代
の
大
阪
に
も
造
幣
局
が
!?

昔
の
銭
造
り
は
苦
心
の
連
続

中大兄皇子と一緒に古代の謎を解く
リアル謎解きゲームにチャレンジ！

宣教師の一人は ｢バレテ｣と呼ばれる鍔（つば）無し帽子を着用。
9階で展示中

文楽人形かしら「蟹」
（大阪歴史博物館蔵）
9階で展示中

発見!
古代

発見!
古代

異
彩
を
放
つ
男
た
ち
は
何
者
!?

中
世
・
堺
を
歩
く
黒
マ
ン
ト
の
正
体

発見!
中世

発見!
近世

発見!
近世

発見!
現代

Column

「タイム・カプセル 
EXPO'70」（大阪 
歴史博物館蔵）
内径1m



ExhibitionSchedule
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10
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12

「OSAKA MUSEUMS」主な設置場所▶大阪市内の各種情報センター、交通施設、文教施設、観光事業者、ホテル、複合商業施設、区役所ほか

本誌掲載の展覧会・イベント等の情報は、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大防止に伴い、中止・延期な
ど予定変更になる場合があります。詳しくは各館
ホームページをご覧ください。

※金額表記がない場合、常設展示観覧料でご覧いた
だけます。※中学生以下、大阪市在住の65歳以上の方

（一部特別展を除く）、障がい者手帳等お持ちの方は
無料です。※団体割引などがある場合があります。詳細
は各施設へお問い合わせください。

大阪市文化財協会

2022年
2月2日
OPEN

大阪中之島
美術館

 〒530-0005 大阪市北区中之島4-3-1
06-6479-0550

〒540-0006 大阪市中央区法円坂1-6-41
06-6943-6833

［開館時間］9：00AM ～ 5：00PM
※要事前確認（観覧無料）

［休館日］土曜・日曜・祝日・年末年始（12/28 〜 1/4）

7 6

大阪市立
東洋陶磁美術館

〒530-0005 大阪市北区中之島1-1-26
 06-6223-0055  

［開館時間］9：30AM ～ 5：00PM
※入館は閉館の30分前まで

［休館日］月曜（祝日・休日の場合は翌平日）、
展示替期間、年末年始（12/27 〜 1/4）

［入館料］一般1,400円、高校生・大学生700円
※企画展のチケットで、コレクション展を含む

すべての展示をご覧いただけます。

千四百年御聖忌記念特別展

聖徳太子 日出づる処の天子
令和 4 年（2022）、聖徳太子が没して1400年
目を迎えます。聖徳太子ゆかりの寺院では、聖
霊会をはじめ太子の偉業を偲ぶ大規模な法
会が催されます。100年に一度の節目にあわせ、
聖徳太子の生涯をたどり、没後の聖徳太子信
仰の広がりをご紹介します。

テーマ展示

砂浜の砂とその自然
砂浜の砂は場所によって砂粒の種類、大
きさ、色などが異なります。博物館で収集
した日本全国の砂浜の砂を展示し、地域
ごとに異なる砂浜の砂の多様性ととも
に、砂浜環境に暮らす動物・昆虫・植物に
ついて紹介します。

特集展示

井口古今堂と近代大阪
─船場の表具師と芸術ネットワーク─

井口古今堂は、天保元年（1830）曽根崎に創
業し、慶應年間から船場を拠点として5代にわ
たって活躍した表具の老舗にして、文化サロン
としての役割をも演じました。近年の調査の成
果を踏まえ、近代大阪の芸術文化の躍動をご
紹介します。

コレクション展

社寺縁起 ─聖なるファンタジー
社寺草創の由来、祀られた神仏の霊験を語る
さまざまな社寺縁起関連作品を、館蔵および
寄託作品をあわせて大公開します。神仏と人と
の間に起こった摩訶不思議な出来事＝聖なる
ファンタジーの世界をどうぞお楽しみください。

展
覧
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

大阪市立美術館

『OSAKA MUSEUMS』vol.18  
 2021年 9月20日発行

発行／地方独立行政法人 大阪市博物館機構
〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-32 
大阪歴史博物館内
TEL 06-6940-4330（代表）
制作／丸山印刷株式会社

『OSAKA MUSEUMS』では、大阪市立美術館、
大阪市立自然史博物館、大阪市立東洋陶磁 
美術館、大阪市立科学館、大阪歴史博物館、
大阪中之島美術館、大阪市文化財協会を中心
として、大阪市の博物館・美術館の魅力と 
情報を発信しています。

Vol.19

2021年12月発行予定

〒543-0063 大阪市天王寺区茶臼山町1-82（天王寺公園内）

 06-6771-4874  
［開館時間］9：30AM ～5：00PM

※入館は閉館の30分前まで
［休館日］月曜（祝日・休日の場合は翌平日）、
展示替期間（10/25～11/12）、9/20は開館、

年末年始（12/30～1/3）
［コレクション展観覧料］

一般300円、高校生・大学生200円
※特別展は別料金

9/4〜10/24

〜2022/2/6

9/1〜10/25

12/22〜2022/2/21

10/2〜12/5

〜10/10

10/9〜11/7

10/27〜12/20

大阪市立
自然史博物館

〒546-0034 大阪市東住吉区長居公園1-23
 06-6697-6221

［開館時間］9：30AM ～ 5：00PM
（11月〜 2月は4：30PMまで）※入館は閉館の30分前まで

［休館日］月曜（祝日・休日の場合は翌平日）、
年末年始（12/27 〜 1/4）

［常設展示観覧料］大人300円、高校生・大学生 200円
※特別展は別料金

聖徳太子摂政像（部分）
江戸時代後期 
大阪歴史博物館蔵

はるくさ木簡　大阪市指定文化財
飛鳥時代　難波宮跡出土
大阪市教育委員会蔵　大阪市文化財協会保管

リニューアル後のイメージ

野崎町所在遺跡　出土の陶磁器　
江戸時代　大阪市教育委員会蔵

和歌山県串本町の砂浜
の砂の顕微鏡写真

［観覧料］
大人1,500円
高校生・大学生800円
小学生・中学生500円

［観覧料］大人1,000円、
高校生・大学生700円

メタセコイアの
小枝標本

愛媛県四国中央市、関川
河口の砂の顕微鏡写真

〒530-0005 大阪市北区中之島4-2-1
 06-6444-5656

大阪市立科学館

『犬寺縁起絵巻』（下巻・部分）江戸時代　17世紀
大阪市立美術館蔵（田万コレクション）

特集展示

大阪の太子信仰
─旭区太子橋の太子講資料─
2021年は聖徳太子遠忌
1400 年にあたります。旭
区で近年まで太子信仰を
伝えてきた民俗行事の関
係資料を紹介します。

特集展示

大大阪、その西へ
─湾岸・河口地域の変遷史─
近世の新田開発で生まれ、近代的な
港湾・工場の建設により発展を遂げ
た大阪市西部の歩みをたどります。

2022年2月2日、
プラネタリウム
リニューアルオープン！

「大阪市立科学館 
連続オンライン講座」を開催します！

特別展

難
な に わ

波をうたう
難波（なにわ）は万葉人
の故 郷のひとつ。本
展では難 波の飛鳥・
奈良時代を、発掘調
査で見つかった遺跡・
遺物と万葉歌で照ら
し出します。

2019 年春のリニューアル第１弾ではプラネタ
リウム投影機を一新しました。今回の第２弾で
は、新たな全天周映像システムを導入し、プラ
ネタリウムの 座 席もリニューアルします。 
美しい星空や臨場感あふれる映像を、より
ゆったり快適にお楽しみいただくことが可能
になります。また併せて、トイレ等の施設整備
も行います。2022年2月、新たに生まれ変わる
科学館にご期待ください。

学芸員がそれぞれの専門分野や大阪市立科学
館の資料や展示に関する話、タイムリーな話題
など、バラエティ豊かなテーマでお話します。

日時
9/4(土 ) ～ 2022/1/22(土 ) 隔週土曜日
午前10時30分から約90分間（見逃し配信あり）
参加費
1回300円、全11回2,000円

申込方法、テーマなどくわしくは科学館公式ホーム
ページをご覧ください。

特別展

ノーベル賞受賞100年記念
アインシュタイン展
アインシュタインの科学理論や日本との
つながりについて、国内外の貴重な資料
やゲーム等を通して子どもから大人まで楽
しみながら学べる展覧会です。大阪市立
科学館と大阪市
立自然史博物館
ほかの共催です。

2021年は、“生きている化石”として知られる
メタセコイアが三木茂博士によって命名されて
から80年になります。今回の展示では、三木

博士のコレクションと
ともに、メタセコイア
の歴史や保存活動な
どの関連資料を展示
します。

令和2年度に行われた大阪市内における
発掘調査の最新成果を、遺物と写真パネ
ルで紹介します。

ツイッター学芸員＠大
阪市立科学館では、学
芸員が科学情報や、た
めしてみたくなる実験な
どを発信中！公式インス
タグラムも運用中です。

テーマ展示

メタセコイア─命名80周年記念展─

特集展示

新発見！
なにわの考古学2021

『
聖
徳
太
子
童
形
像
・
四
臣
像
』

（
部
分
）室
町
時
代　

15
世
紀

大
阪
・
四
天
王
寺
蔵

［観覧料］大人1,800円　高校生・大学生1,200円

〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-32
 06-6946-5728  

［開館時間］9：30AM 〜 5：00PM
※入館は閉館の30分前まで

［休館日］火曜（祝日の場合は翌平日）、
年末年始（12/28 ～ 1/4）

［常設展示観覧料］
大人600円、高校生・大学生400円

大阪歴史博物館

〜9/26

企画展

福井夫妻コレクション 古九谷
鮮麗な色彩による斬新な文様が魅力の江戸
時代の初期色絵磁器は、「古九谷」あるいは「古
九谷様式」とも呼ばれています。17世紀のごく
短い期間に生産され、人々が集まる特別な場
で使われたと考えられています。本展では、関
西在住の福井夫妻により約 20 年にわたって
収集された「古九谷」コレクションから 28点
を紹介。創造性とエネルギーに満ちた、多彩な
表現を見ることができます。

『色絵 樹木文 大皿（青手）』
江戸時代・17世紀　古九谷様式　
個人蔵

企画展

受贈記念 柳原睦夫 花
か し ょ く

喰ノ器
1960～70年代 、アメリカ美術の動向を現地で
体感し、帰国後は、日本のやきものの豊かな
文化の連続性を保ちつつ、現代の新しい表現
を模索する柳原睦夫（1934～）。本展は柳原
睦夫作品4点の受贈を記念し、個人蔵を加え
た作品41点とともに、
柳原の作品に華道家・
杉田一弥が花を活け
た写真作品16点を併
せて展示。作家がテー
マとしてきた、やきも
のの作品性を改めて
見直します。

柳原睦夫 
『キ・オリベ後屈瓶』1995年 
大阪市立東洋陶磁美術館蔵

（大森敬吾氏（Museum李朝）
寄贈）撮影：麥生田兵吾

2022/2/1（火）まで、施設整備等のため
休館しております。
休館中に実施予定のオンライン事業について
は、科学館公式ホームページをご覧ください。

News

─万葉集と考古学─
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